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(1) 令和６年４月統一補欠選挙 

令和６年４月28日、衆議院東京都第15区、衆

議院島根県第１区及び衆議院長崎県第３区に

おいて補欠選挙（４月16日告示）が行われた。

選挙結果は右のとおりである。 

参議院議員の補欠選挙は、対象となる欠員

がないため実施されなかった。 

 

 

 

衆・東京都第15区（柿沢未途君 令 6. 2. 1辞職） 

立候補者数 ９人 投票率 40.70％ 

当 選 人 酒井 菜摘君（立憲民主党） 

衆・島根県第１区（細田博之君 令 5.11.10死去） 

立候補者数 ２人 投票率 54.62％ 

当 選 人 亀井亜紀子君（立憲民主党） 

衆・長崎県第３区（谷川弥一君 令 6. 1.24辞職） 

立候補者数 ２人 投票率 35.45％ 

当 選 人 山田 勝彦君（立憲民主党） 

 

(2) 令和６年10月統一補欠選挙 

 

令和６年10月27日、参議院岩手県選挙区に

おいて補欠選挙（10月10日告示）が行われた。

選挙結果は右のとおりである。 

衆議院議員については、同日、総選挙が執行

された（下記(3)参照）。 

参・岩手県選挙区（広瀬めぐみ君 令 6. 8.15辞職） 

立候補者数 ５人 投票率 55.54％ 

当 選 人 木戸口英司君（立憲民主党） 

 

 

(3) 第50回衆議院議員総選挙 

 

第50回衆議院議員総選挙は、令和６年10月 一方、野党各党の獲得議席数は、立憲民主党

９日に衆議院が解散されたことを受け、同月 148、日本維新の会38、国民民主党28、れいわ

15日に公示、同月27日に投票が行われた。 新選組９、日本共産党８、参政党３、社会民主

立候補者数は、小選挙区が1,113人、比例代 党１であった。また、日本保守党が新たに２議

表が881人（うち重複立候補者数650人）、計 席を獲得した。 

1,344人であり、このうち女性の立候補者数は 女性の当選人は73人で、前回の45人よりも

計314人であった。党派別内訳は表１のとおり 28人増加し、過去最多となった。 

である。 投票率は、小選挙区53.85％、比例代表

競争率は、小選挙区で3.85倍、比例代表で 53.84％であり、いずれも前回の総選挙（小選

5.01倍であった。 挙区55.93％、比例代表55.92％）を下回った。 

第50回衆議院議員総選挙の当選人数の党派   

別内訳は表２のとおりである。 

自由民主党及び公明党から成る連立与党の

獲得議席数は、自由民主党191、公明党24、計

215であり、過半数を下回る結果となった。 

３ 国政選挙結果 
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３ 

国
政
選
挙
結
果 

（表１）党派別立候補者数 

 小選挙区 比例代表 小 計 

自 由 民 主 党 266 285(209) 342 

立 憲 民 主 党 207 234(204) 237 

日本維新 の 会 163 146(145) 164     

公 明 党 11 39      50 

日 本 共 産 党 213 35(12)  236 

国 民 民 主 党 41 42(41)  42 

れいわ新 選 組 19 32(16)  35 

社 会 民 主 党 10 17(10)  17 

参 政 党 85 22(12)  95 

みんなでつくる党 6 1(1)   6 

安楽死制度を考える会  2      2 

日 本 保 守 党  26      26 

そ の 他 92  92 

計 1,113 881(650) 1,344 

※ 小選挙区の立候補者数は、候補者届出政党による届

出の数を掲げ、候補者届出政党以外の立候補者数は「そ

の他」に一括して計上した。また、比例代表欄の括弧
内は重複立候補者数（内数）であり、小計欄の数字は
その内数を除いた数である。 

（総務省｢衆議院議員総選挙結果調｣(令6.11.1)による） 

（表２）党派別当選人数 

 小選挙区 比例代表 小 計 

自 由 民 主 党 132 59 191 

立 憲 民 主 党 104 44 148 

日本維新 の 会 23 15 38 

国 民 民 主 党 11 17 28 

公 明 党 4 20 24 

れいわ新 選 組 0 9 9 

日 本 共 産 党 1 7 8 

参 政 党 0 3 3 

日 本 保 守 党  2 2 

社 会 民 主 党 1 0 1 

そ の 他 13  13 

計 289 176 465 

（総務省｢衆議院議員総選挙結果調｣(令6.11.1)による）
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